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発達の気になる子 どもとその保護者 を対象 とした親子療育教室を、子 どもが在籍する園で2012～2014
年度開催 した。6～9月 の土曜 日、毎年10回1クー ル開催 し、3年 間でのべ28組の親子が参加 した。毎
回のプログラムは、園長、主任保育士、担任を中心とする複数の当該保育園保育士が中心 とな り企画運
営 した。各年度10回の教室終了後、参加 した保護者を対象に、教室の内容や保護者 自身の変化、育児へ
の影響等についてアンケー トを実施 した。3年 間のアンケー ト結果から、在籍保育園における親子療育
教室が保護者の育児支援の場として有用であることがあきらかとなった。











































































2012 10組 2歳 児5名 、3歳 児3名 、4歳 児2名
2013 9組 1歳児2名 、2歳 児6名 、3歳 児1名





《場所》福井市立A保 育園 ホール ・保育室
《日時》土曜 日午前 中 全10回
《プ ログラム》
9:30登 園、 自由遊び、体操














回 テ ー マ 担当者
1 親子療育教室とは 保育カウンセラー
2 今楽 しんでいる遊び 保育士
3 手先の話(園 での様子) 保育士




























6名が 「少なかった」を選択 し、「多かった」を選択 し
た保護者はいなかった(図1)。
教室は毎週～隔週で開催 したが、この間隔については、
23名が 「適切だった」、2名 が 「毎週がよい」、3名 が













が 「適切だった」、2名 が 「なぜ誘われたのかわからな













(3)-1活動 中のスタ ッフの声 かけやア ドバ イス
活動 中のス タ ッフの 声か けや ア ドバイ ス は、26名が
「適切 だった」、1名 が 「もっと して ほ しか った」、 「その













(3)-2スタ ッフによるプ ログラムの解 説
毎回学習会前 に、 スタッフが 当 日のプ ログラムの 目的
と子 どもの様子 について解説 を したが、その解説 につい

















が りがでた」を選択 した。1名 が 「記録を書くのが負担
だった」、1名 が 「その他」として 「学生時代の実習記















































(4)参加 した ことによる変化 について
(4)-1園での子 どもの姿 をイメー ジできたか
教室に参加す ることで、保育園でのわが子の姿がイメー
ジで きるよ うになったか とい う質問 に対 して は、10名が
「か な りで きた」、16名が 「あ る程 度 で きた」、1名 が
「あま りできない」を選択 した。 「分類不能」 は 「か な り
で きた」 と 「ある程度で きた」の両方 を選択 した もので
ある(図7)。
図7園 での子どもの姿をイメージすることができたか
「あま りできない」 を選択 した のは、6月 生 まれ の1
歳児 クラス在籍児の保護者で ある。教室 に参加 した子 ど
もは、2012年度 は2～4歳 児在籍児、2013、2014年度 は
1～3歳 児 と2,3年 次 は年齢 を下 げた。早期介入す る
ことの効果 をね らったものであ るが、年齢 が低 いゆえに、
集団 にお ける子 どもの姿 はイ メー ジ しにくか った可能性
はある。
(4)-2家庭 での遊びの レパー トリー
家庭での親子遊びの レパー トリーが増 えたか について
は、5名 が 「か な り増 えた」、20名が 「増 えた」、2名 が
「あま り増 えなかった」、1名 が 「わか らない」 を選択 し
た(図8)。















(4)-3子 ども と一緒 に遊ぶ楽 しさや大切 さ
子 どもと一緒 に遊ぶ楽 しさや大切 さを感 じられたか と
い う質問で は、24名が 「強 く感 じた」、4名 が 「感 じた」
を選択 し、 「あま り実感 がない」 「わか らない」 を選択 し
た保護者 はい なか った(図9)。








































































・事前 に伝 えてイ メージ させ ることが大事 とわかった。
・静かに している ことが少 ない と思っていたが、何 が
得意 で何 が苦手なのかが理解 できた。
・なぜ しないのかではな く、難 しくてできないのかな
と見方 を変え られ る ようになった。
・姉 と違 うとい うことを理解 して比べな くなった。
・なんで うちの子は しないのだろ うと悩んでいたが、
しな くて もいろいろ考えてるんだ と無理 を させず に
様 子を見る ようになった。
・園で子 どもがどのよ うに過 ごしているのか少 しわかっ
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②子 どもに対する具体的なかかわ り方
・遊 びの幅が広 が り手遊 びな ど家 で もできて よい。
・活動 の問の座 って待 とうね といった声 かけ、手本 を
みせ る ようになった。
・とにか くほめる ようになった。
・す ごく不安 そ うな時 「大丈夫 」 と声 をかけ続 ける。
・日常生活 の しな くてはいけない ことも遊 び とリンク
させ てゲームの ように楽 しめる ようになった。
・教室参加前 、 ことばだけの指示 だったが、最近 は手
本 を見せ た り人形 を使 って見せ る指示 を考 える よう
になった。
・今 まではダメ としか言 えなかったが、～だか らだめ
なんだ よと言 える ようになった。
・助言 どお り言葉 を広 げて会話す る ように している。
結構会話 が続 くようになってきた。
・先 生方 の ようにわか りやす い言葉 で話せ る よう努力
している。
・自分の指示、伝 え方がわか りやすいのか どうか、いっ
てか ら考 える ようになった
・ち ょっ とした ことで子 どもの気分 をかえ られ る こと
がわかったので、余裕 のある ときは今 ぐず っている
のをや め させ られ る方法 がないか考 える ようになっ
た。
・子 どもと話す機会 が増 えた。
・親 が落 ち着 きあせ らない よう見守 る ように した。
・平 日はゆっ くりかかわれ ないが、少 しで もかかわる
時間を もうけ ようとす る ようになった。
・大人 の都合 ではな く子 どもに合 わせ た対応 を心がけ
る ようになった。子 どもの気落 ちを重視す る ように
なった。
・無駄 に泣 かせ ないです むす ば らしい ヒン トが毎回の
ように出てきた。
・先生方の子 どもへ の接 し方な ど勉強になる点が多かっ
た。
③育児に対する考え方
・子 どもと向きあ う大切 さを再 認識 できた。
・教室 の間は1対1で接す る ことができて よかった。
・普段 ゆっ くり向き合 い遊ぶ 時間が もてないので教室
の時間だけは子 どもと思 い切 り遊 ぼ うと決 めて、 自
分 も楽 しんで遊べ たのが よかった。
・子 どもと一緒 に生活 を楽 しもうと考 え方 をかえる こ
とができた。
・絵本 を読 む ことを してあげていないな どいろいろ気
づ いた。
・人 と比べ る より本人 の楽 しい姿を余裕 を もって見守
る ことが大切 なんだ と思 った。
・自分 に も余裕 が必要 だ と気づ いた。
・自分 がス トレスを感 じている ことは、子 どももス ト
レスを感 じているんだな と気づ くことができた。
・子 どもだか らと思わず 、ひ とりの人間 として しっか
り向き合お うとす る ようになった。 そ うす る ことで
子 どももこっちに しっか り発信 した り返信 した りす
る ことがわかった。
・子 どもに対 して どうしたの?と 余裕 を持 てる ように
なった。
・子 どもにこうあってほ しい とい う気持 ちが少な くなっ
た。 こうい うときは こうなるんだな とい うあ りのま
まの姿を一度 うけ とめ、その うえで どうしてい くと
いいか と考える ようになった。気持 ちの余裕 が 自分
に増 えたのが一番 の変化 である。
・子 どもが甘え上手にな り、それを大き くうけいれ ら
れる ようになった 自分 も成長 したかな と思 う。
・子 どもの個性 を大事に しなが らのびのび成長 してい
けるように、親のできることをいろいろ工夫 してやっ
ていきたい と教室参加 をきっかけに より考える よう
になった。
・子 どもの表情や行動が 目に見 えて変 わって くるので、
自分で も楽 しく子育てできる ようになった と思 う。
・少 しの工夫や少 しの時間で も集 中 して一緒 に遊んだ
り本気 で楽 しむ ことで親 子の絆が増 えた と思 う。
・泣 きわめ くことを愛情不足 といわれ、不快 で情けな
かったが、わが子の特性 がわか り、 自己嫌悪 が軽減
した。
・園での様 子が よくわか り、園 と家庭 で一緒に育てて
いる と実感 できる ようになった。何 で も相 談できる
場 として信頼す る ことができた。
④家族への影響
・数 回参加 した父親 が、ほめるのが効果 的 とい うのが
よくわかる場 面があった と話 していた。
・教室で教えて もらった ことを家族 に伝 え、一緒 に考
える ことが増えた。
・父親 と子 どもの ことで会話す る ことが増 えた。
・父親 が入浴 時に子 どもと手遊 びを している声が聞 こ
え実践 して くれている ようで うれ しい。













































































































4)保 育所保 育指針 厚 生労働省 告示 第141号
2008.3.
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